
応募に当たってのお願い  ～R5年度の反省から～ 

  昨年度の審査で多かった不備について、各校の指導、各支部での審査でご留意いただけるよう

周知徹底にご協力お願いします。 

①校内指導・支部審査の段階で審査基準をふまえた書き方の徹底。 

（誤字，脱字，原稿用紙の使い方，書き言葉と話し言葉の混在など，基本的な指導事項も含めて） 

②事前指導を含め，構想や下書きの段階など制作段階で指導者が目を通していただきたい。 

③字数等含め審査基準を満たさない作品は，支部段階で審査対象から外すか，あるいは書き直しを

促し，県審査に上げていただきたい。 

④原稿は自書が原則で、コピーは不可。児童が自書できない場合は、パソコン使用も可だが、その旨

を事務局に伝えていただきたい。 

⑤インターネットの読書感想文の書き方サイトの閲覧について、盗作や引き写しにならないよう、

校内、各支部での指導をお願いしたい。 

⑥「応募票」の正確な記入を各校できちんと行っていただきたい。また、支部審査でもチェックをし

ていただき、あわせて「応募状況」についても正確な記入をお願いしたい。 

 

  ～よくある応募票の誤り～ 

  ①支部№に〇の忘れ 

②類別の誤りまたは記入忘れ 

③入賞入選作品の新聞や「ひ 

 ろがる読書」等への名前の 

 公表や金賞作品の掲載に 

ついて保護者の「承諾します」 

に☑の忘れ  
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